
１．計画工程 ２．使用船舶

主曳船１隻、補助曳船２隻、起重機船１隻、台船１隻

警戒船２隻（曳航時１隻）を使用します。

３．吊曳航経路

　

４．灯火及び警戒船について

●夜間係留時、アンカーブイおよび台船の４隅に点滅灯(4秒1閃光黄色)

　 を設置 します（図－３、４参照）。

●仮係留作業及び仮係留中は、国際VHF無線を装備した警戒船２隻を

　 昼夜間をとおして２４時間体制で配備し（図－３、４参照）、図－５の標

　 識を掲げます（吊曳航作業時は1隻配備）。

　
作業の実施に当たりましては、航行船舶の安全確保に努めてまいりますので、ご理解とご協力をお願いいたします。

起重機船による吊曳航及び仮係留作業のお知らせ(作業完了)

　　で実施します。付近を航行する船舶は、十分に注意して航行されますよう、ご協力をお願いします。

　　根岸湾内において、起重機船「富士」による洋上ｻﾌﾞｽﾃｰｼｮﾝ(以下、SSと省略)の吊曳航及び仮係留作業を以下の予定
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吊曳航経路図 吊曳航状況図 （曳航長,曳航速力）
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予備日

洋上サブステーションの吊曳航及
び仮係留作業は無事に終了するこ
とが出来ました。ご協力、誠にあり
がとうございました。

日
作業内容


